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いる ｢人間｣であり,保育所の保育士 ･乳幼児 ･保



















































































































































































































































































































































4月 5月 6月 7月 8月 9月
朝の会や帰 りの会世代間交流で来園褒められることを製作でのり使いは運動会のダンスの苦手な トマ トを友
な どお 山座 りでするお年寄 りとの グーのサインに決 上手いが,ハサ ミ練習を楽しんでい達の援助で3つ食
座って話が聞ける交流を楽しむ. められると,A .Kで線の上の丸を切 る｡ ぺ ることがで き
ことが多い｡ 児からも同じようにやり出した. ることが難しい｡ た.
大好きな友だちが散 歩 に 出 か け る新しい遊びでルー のりずけの支援で A.K児からH.M雑巾がけができな
いて主にT.A児と時､年長児が車道ルを理解 したが, のりを付ける紙の児への関わりが見 いためピカチユウ
座 って話を聞 く時側を歩 くことを伝 す ぐには遊ばず友 四つ角に数字を書 られ, ｢Mちゃん のマークが好きな
は,近 くにいるこ える際､自分で気達 の姿 を見 て い いて迷路のように にも､グーのポーので廊下にマーク
とが多い. づいて手を繋ぎ変 た.その後自分の数字をたどったらズをや つて｣ とをつけて雑巾がけ
え る こ とがで き グループが勝つとのり付けができ,言ったり昼寝の布 がで き る よ うに
る｡ 喜 ん で 自分 の グル-プの所に行って喜び合いゲームに参加できた｡ ゲ-ム感覚で楽しくできた. 団を隣で寝たいと言って敷いた. なった｡
大き くなったお祝 簡単なルールある並み歩きは,音に毎朝,今日の活動片付けなど時間に布団を敷 く時の拘
いの会で,司会を遊 び は楽 しめ る合わせて歩 くことを聞いて くる｡聞気づいて保育士に りがなくなって,
したり,皆の前で が､ ル ー ル が 変 が少しずつ出来て くことでやること知らせたり,何時 折番に敷 くことが
飛行機の飛ばし方 わつたりするとや きているが,ジヤが分かり,期待を まで遊べるかを保 出来たり,友だち
の見本をやって くりたがらないことンプはずれてしま持つたり安心 して育士に聞いてくるに敷いてもらって
れた. もある. う. 過ごせた. よ うにな ってきた｡ も怒 らな くな った｡
朝 の 準 備 や 片 づT.A児 .Ⅰ.M児との給食に出た苦手な夏の遊びでもスラ製作など,余 り好 食事が遅 くなった
け,お昼の用意な 関わ りが多 く,ま トマ トを友達 と- イダ-の ｢ホ-ス きでないことでも時に普段関わりの
どスムーズにでき た,女の子の名前緒に食べ,自信が を持って｣とA児が途中で止めたりせ少 な い友 達 に も
る｡ 入 りの絵を措こともてるようになつ Ⅰ.M児に頼む姿がずに最後までやり r頑張れ-｣と声
もある. た. 見られた. 切れる. を掛けていた.
ル ー ル が複 雑 に Y保育士の指示に プ-ルは水に顔を友 だ ち に l○ ○ 保育士に注意され運動会の競技の中
なつた り,否定を対して褒められて 付けられ楽しんで ごつこしょう｣ とてもパニックにな に竹馬を上手にで
されるとパニック いるのに褒められ いる. 友だちに声を掛け らずにいられるこきた｡
になってしまう. ていると取れない. て遊 ぶ よ うに なる｡ とができた｡
保育士 と一緒に遊 A .K児に活動をY周 りの音や扇風機 保育補助員のおじ怪我をしたことを運動会のダンスを
ぷが少 しずつ友だ保育士が伝える時 を気にしてしまい いちやん先生とぺ保育士に伝えるこ運動会当日楽しく
ち と遊 ぶ よ うに に怒ってしまうこ集中が続かない｡ アに成って触れ合 とができた. 自分でできた.
なってきた○ ともある｡ い遊びをした○
話 し合 いなどは, 文字に興味を持 つ泥に抵抗な く遊ん友だちにさりげな
ホワイ トボー ドを用いて知 らせると伝わりやすい. て書いている. でいる｡ く優 しい言葉を掛け る姿 が見 られる｡
トマ トが食べられないが,好きなおかずのおかわ りがあると食べる. いつも同じ友だちの側にいるので,Y保育士が他の友達といるように伝え る と ｢困 つたな-｣と言っていた.
昼寝の布団を友だちに持たれることが 嫌 で 自分 で敷く.






10月 11月 12月 1月 2月 3月
遊びのル-ルが分 少 しの時間だが､ クリスマス会の劇 ドミノの遊びでも Y保育士と遊びな卒園式の練習を2月
からないので,遊 自由遊びの時間に発表で大きな声で 皆のところを見て がら次に友達と遊 から行い卒園式は
びながらルールをサッカーをす る姿 台詞が言え楽しくいつの間にか入 りぺるように支援し上手にできた.
知らせていく. が見られた. できた. やり出した○ ていく.
クラスにある遠足 運動遊びでは､片 苦手であった友だ 自分でできたこと個別支援保育から堂 々と卒園式がで
の地図を見て家で足のつま先上げで ちともクリスマス を全保育土に見せ 口周 りの筋肉が弱 きた.式の後の謝
も地図を措いて保 のバランスが取れ 会の司会を一緒 に た り.ハイタッチ いとの話があり､ 恩会では式の頑張
育 園 に持 って 来 るようになってき や り,抵抗がな くをしたり,菩ぴを にらめっこや ドミ りか らか､ テ ン
て,遠足に期待を た.ケンパは リス なってきた. 共感でき,友達か ノをろうそ くに見 シヨンが高 く成つ
持 って行 くことが ムに合わせてでき らも ｢凄 いね｣ と立てて吹く遊びを てしまう様子が見
できた. 難い｡ 言われた. 取り入れた. られた.
ハ ロ ウ イ ン パ ー言葉の接続詞の使 ハンモックがお気 かるた,すごろく参観日でコマが上 進学に期待をもつ
テ ィ を楽 しみ に い方や,手遊びで に入 りで安心するなど,お正月遊び 手にでき発表がで て過ごしてお り.
し,Y保育士一緒 指先まできちんと 場と成っている. を楽 しんでいる｡ きた○歌が好なの手洗いや歯磨きを
にA.K児の措いた伸ばすこと,どた コマが上手 く回せ で楽しくえるよう怠った時にY保育
図案で衣装を作 る どた歩きにならな ないため,練習を にしたい. 士が, ｢かつこい
が,ハサ ミが上手 いことを日々の保 して 上 手 に な つ い一年生は色々な
く使えない. 青でやっていくよ た. また,コマ遊 ことが､よくでき
うにする. びを毎日練習をして上手になって欲しい｡ るんだよね.｣と言 うと急いでや り出した.
パー トの先生 と午後におにいちや役に成 り外で遊びをしてごっこ楽しんでいる｡ 自 由 遊 び の 時 間サッカーなど集団遊びに参加す ることが多 く成 ってきた. Y保育士と一対一で遊んだり,友だちを入れたりして関わりが広がるようにして行きたT,ヽ

































































































































4月 5月 6月 7月 8月 9月
本を読む時座ってい特定の友だちに対し l先生嫌い｣など相 感情を素直に表現で シャツをズボンの中競争に拘ることがあ
る人の間に入 って てしつこいほど関わ手が言われて悲しいきることから,全身 に上手く入れられな る｡ ｢○○ くんには
行ってしまうことが ろうとするので相手言葉を使ってしまうで表現してしまう. い. 勝つぞ｡ トマ トを先
ある. が嫌がっているようことがあるので,相 表現の仕方や気持ち 食べた方が勝ち,な
な姿も感じられる. 手が言われて嫌だと思うことをA児が体感して感じられるように知らせ 行く｡ の表し方を知らせていく. ど｣.
指示を出した時.気 田植えをやろうとせ Ⅰ.M児に憤れ真似 歩く時にどたばた歩必要以上に好きな友 自分のいる位置から
持ちと合わないと手 ず嫌がっている.派 をすることがあり､ きになってしまうのだちに関わろうとす 遠い所にいる好きな
が出たり,怒ることが苦手. 一緒にふざけてしまで膝を曲げてジャン る｡ 友達に話し掛けてし
がある○ Yい保育士に怒られる｡ プができるように練習する. まうことがある｡
靴のかかとを踏んでしまう. 都合の悪いことになると話題を変えようとする. 特定の友だちの傍にいたがることが多くあり､その友だちが無くなる どうなるのか気に成った｡
保育士に対して攻撃的な姿も見られる｡
10月 11月 12月 1月 2月 3月
逃走中という鬼ごつ友だちに対して意思 T .A児のことが好 コマ回しで紐が上手 好きな友だちの傍に毎週やる全体お帰り
こを友だちと楽しむ の疎通が上手くいか き過ぎてトラブルが く巻けない.紐を束 いたがることから､ の時に､クイズを出
が.いつもハンターないのか怒り口調であった｡原因はT.ねてしまうことがで友だちが嫌がってし したがり､毎回出し
役の鬼役をやってし話すことがある.YA君が自分にスリツき難い｡ まうような仕草があ ている,毎回はだめ
まい逃げる役をしな保育士が仲立ちするパを貸 して くれな る｡嫌なことは本児 だと言うと怒り出し
い. ｢バリヤー｣とと ｢そ う言 うことかつたという内容 にきちんと伝えるよた.クイズも､自分
言って勝手に自分のか｣と納得することだ｡相手の気持ちが うに周りに言ってい で考えるので意味が
ルールを創り遊んで が多い. 分からずに､泣きな るが､中々言えてい通り難いものになつ
いる.ゲ-ムのル- がら自分の気持ちを ないのが現状であ てしまうため､全体
ルで逃げ切れたら賞 強く伝えようとして る｡ で発表する前にY保
金が貰えるようにす いた｡T.A児 が 育士にどんな問題を
る｡ 困っていることを伝えると, ｢ごめんね｣ 言うが､好きな友だちということもあり,引きずってしまったのか,一日を通してちょっとしたこ でぐずりつぼかつた. 出すのか話して､クイズ 問題が解きやすくなるように言葉を足すようにした.小さい友だちでも分かるように簡単な問題を考 えるようになってきたように思う.
クラスの友だちは体 A .K児に対して,フルーツバスケットジャンプのバランス物事の理解面で､- 友だちの近 くにはい
を動かす遊びのサツ こうした方がいいとで鬼をやりたがり, が悪い.そのためケ 日入園の練習で ｢女 るが､一人遊びが多
カーや縄跳びを楽し思うことをY保育士 鬼ばかりやらないこ ンパができ難い. の子が先生役をやる いように思 う.人に
んでいるが.本児は が言い過ぎると, とを伝えると,鬼に からA児は小さいお よって態度や振る舞
これらとは別の遊び A .K児の思いと反 ほ な らな くなった 友達役ね｣と言った いが違 うことが気に
77
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嫌な活動をす る時昼寝がなくなり,午 クリスマス会の時, クリスマス会と参観
に, ｢え～まだやる後の時間に入ってく会食の席をくじ引き 日にやった劇はどち
の～.夜まで?｣とれる休憩パートの先 で決めたが, ｢○○ らも勇者をやりたが
言うので見通しの持 生にぺったりし,-くんと一緒にならな り､やつたがA児の
てる声掛けをした対-で遊ぶことが毎 くてよかつた｣と悪 友達関係を広げるた
い｡ 日である｡ 気はない感 じでさらっと言ってしまったこ があった.Y保育士 , ｢自分がT.Aくんに言われたどんな気持ち?｣と聞 と. やな気持ち｣ A .K児は言 た.｢○○くんもや 気持ちだよ伝えると謝 りに行 ○泣きながら謝りに行 たの ,自分が 言葉の意味 分か ていないのか 感じる.今後も気をつけ 見てき い めには,違 う役をやっておけばよかつたと感じた｡































4月 5月 6月 7月 8月 9月
絵本を読む 絵を措く 本を読む 本を読む 学校ごっこ 寿司やさんごつ■ヽ｣
レゴブロック レゴブロック ブロック ブロック 粘 土
ホワイトボード 家族ごっこ
絵を描く 絵を措く
10月 11月- 12月 1月 2月 3月
世界探検ごつYL一 ごっこあそび レゴブロック ドミノ レゴブロック レゴブロック




















4月 5月 6月 7月 8月 9月
T.A児 T.A児 T.A児 T.A児 T.A児 T.A児
Ⅰ.M児 Ⅰ.M児 Ⅰ.M児 Ⅰ.M児 Ⅰ.M児 Ⅰ.M児
A.R児 H'.M児 H.M児
10月 11月 12月 1月 2月 3月






















4月 5月 6月 7月 8月 9月
友だちと同じ空 好きな友だちの好きな友だちのお兄ちゃん役で友だちと傍で同好きな友だちと
間にいるが関わりは少ない○ 中で遊ぶo 中で遊ぶ○ 家族ごっこをする○ じ遊びをする○ 遊ぶ○
10月 11月 12月 1月 2月 3月
集団遊びをする自分の世界で遊仲間の中に入つ友 だちの中に友だちの真似を友だちの近くで
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